
編
集
後
記

●
三
月
中
旬
に
風
邪
を
引
い
て

熱
が
出
ま
し
た
。
熱
は
一
日
で

下
が
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
だ

に
鼻
水
鼻
づ
ま
り
が
治
り
ま
せ

ん
。
と
う
と
う
花
粉
症
!?
現
代

人
の
仲
間
入
り
!?
病
院
は
好
き

で
な
い
の
で
、
あ
ま
り
行
き
た

く
な
い
ん
で
す
よ
ね
…
。

宮

●
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
今
号

と
一
緒
に
、
平
成
十
八
年
度
の

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
が
回
覧
で
配

布
さ
れ
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
後

ろ
に
は
市
内
全
域
が
よ
く
わ
か

る
伊
豆
の
国
市
便
利
地
図
（
医

療
機
関
の
場
所
も
掲
載
）付
き
！

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

夏

●
昨
年
、
桜
で
有
名
な
某
霊
園

へ
。
当
然
、
桜
大
好
き
日
本
人

が
集
結
し
て
大
渋
滞
。
あ
き
ら

め
か
け
た
ら
幸
運
に
も
裏
道
発

見
！
が
、
た
ど
り
着
け
る
と
思

っ
て
な
か
っ
た
の
で
お
菓
子
し

か
な
い
…
。
今
年
は
お
弁
当
持

っ
て
リ
ベ
ン
ジ
し
ま
す
。

小
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悠彩はもうすぐ２歳☆大好きな颯太兄ちゃんは４月か
ら幼稚園なのでちょっぴり寂しいなぁ…。ちょっとおこ
りんぼだけど、颯太兄ちゃんが泣いていたら涙を拭いた
り、すぐ「大丈夫？」って言ってくれる優しい悠彩です。

貴利さん・早苗さんの長女　(四日町)

井 口 悠
はる

彩
あ

ちゃん (平成１６年４月２７日生)

私
マ

の
イ

ブームはママの真似っこ。お化粧だって、お片付
けだって何でもやれちゃうの。大好きなじぃじ、ばぁば
が作るイチゴを毎日食べてるから風邪はひかないよ。歯
磨きは苦手だけど、もう２歳だからがんばってるよ。

浩さん、理恵さんの長女　(長塚)

鈴 木 瀬
せ

菜
な

ちゃん (平成１６年４月１３日生)

☆「れいか・まおか」お姉ちゃんいつも遊んでくれて
ありがとう☆私もやさしいお姉ちゃんになりたいな！！
☆大好きな保育園でも毎日たくさんのお友達と遊んで
いるよ。みんなこれからも仲良く楽しく遊ぼうネ☆

亨さん、淳子さんの長女　(中島)
鈴 木 咲

さく

花
ら

ちゃん (平成１５年４月２日生)

応募方法が
変わります！

2006.4
No.２５

平成１８年４月１日発行

広

自然を守り、文化を育む、魅力
ゆ め

ある温泉健康都市

報
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平
成
十
八
年
度
の
主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
掲
げ
る
六
つ
の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

自
然
を
大
切
に
し
た
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
小
坂
地
区
と
浮
橋
地

区
に
、
自
然
環
境
生
態
系
保
全
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
景
観
に
配
慮
し
た
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
環
境
美
化
の
推
進
、
不
法
投
棄
対
策
、
緑
化
推
進
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
美
し
い
ま
ち
に
す
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
循
環
型
の
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
実
行
計
画

を
策
定
し
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
地
域
に
対
し
て
、
河
川
の
浄
化
を
目
的
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す
る
補
助
を

十
八
年
度
か
ら
新
設
し
ま
す
。
な
お
、
生
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
対
策
、
リ
サ
ク
ル
処
理
に
つ

い
て
も
、
継
続
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

幅
広
い
地
域
資
源
と
結
び
つ
い
た
観
光
交
流
を
振
興
す
る
た
め
、
観
光
協
会
を
主
体
と
し
た
事

業
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
特
に
十
八
年
度
で
は
、
歴
史
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
計
画

し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
々
に
も
一
役
担
っ
て
い
た
だ
き
、
韮
山
地
域
の
歴
史
資

源
と
温
泉
場
を
結
び
付
け
、
伊
豆
の
国
市
の
観
光
の
目
玉
に
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
八
年
度
は
長
岡
南
浴
場
建
設
の
た
め
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
の
生
産
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
農
業
環
境
・
農
産
物
安
全
性
確
保

対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
長
崎
地
域
農
業
活
動
拠
点
施
設
整
備
と
、
高
原
浮
橋
農
業
集

落
道
整
備
を
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

高
付
加
価
値
型
産
業
を
振
興
す
る
た
め
、
中
国
野
菜
栽
培
研
究
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
中
国

江
蘇
省
の
協
力
を
得
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
中
国
野
菜
を
栽
培
し
、
市
内
の
農
業
の
更
な
る
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
市
内
の
農
業
者
や
中
国
江
蘇
省
の
技
術
者
の
協
力
も
得
な
が
ら
試
験
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
堆
肥
な
ど
の
使
用
に
よ
る
安
全
で
安
心
し
て
食
す
る
こ
と
が

で
き
る
野
菜
づ
く
り
を
促
進
し
、
さ
ら
に
そ
の
付
加
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
な
か
で
の
地
産
地
消
に
よ
る
食
材
の
提
供
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
を
訪
れ
る
方
々
に
も
、
旅
館
や
飲
食
店
な
ど
で
食
す
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
方
々
に
も
健
康
を
提
供
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
内
は
も
と
よ
り
、
海

外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
引
要
因
に
も
発
展
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
安
全
で
安
心
な
野
菜
を
栽
培
す
る
農
業
と
、
そ
の
野
菜
を
食
材
と
し
て
利
用
す
る
観

光
と
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
生
ご
み
や
、
牛
糞
を
利
用
し
た
有
機
肥
料
と
、
そ
れ
を
ま
た
野
菜
づ

く
り
に
使
用
す
る
仕
組
み
は
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る
と
と
ら
え
、
十
分
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
費
行
動
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
経
営
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
商
業
の
振
興
は

緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
地
元
の
商
工
会
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
行
う
活
動
に
対
し
て
、
よ
り
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

雇
用
機
会
の
創
出
と
職
業
能
力
の
向
上
と
し
て
、
雇
用
促
進
事
業
と
労
働
者
能
力
開
発
事
業
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
勤
労
者
に
対
し
て
住
宅
資
金
の
貸
付
や
教
育
資
金
の
貸

付
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
人
間
性
豊
か
な
市
民
と

し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
伊
豆
の
国
市
内
の
保
、
幼
、
小
、
中
の
全
園
全
校
が
連
携
一
貫
し
て
「
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
英
語
教
育
は
、
児
童
・
生
徒
の
英
語
へ
の
興
味
・

関
心
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
さ
ら
に
高
め
る
な
ど
、
英
語
教
育
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
大
仁
中
学
校
の
整
備
計
画
に
伴
う
校
舎
の
設
計
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

伊
豆
の
国
市
の
生
涯
学
習
推
進
大
綱
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
市
民
の
能
力
や
個
性
を
伸
ば
す

た
め
、
魅
力
あ
る
生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
に
あ
る
歴
史
資
産
・
文
化
財
・
文
化
を
大
切
に
守
り
育
て
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
新

た
な
文
化
や
芸
術
の
創
造
に
つ
な
げ
る
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。
十
八
年
度
も
、
伝
統
芸
能
の
育

成
と
し
て
、
伝
統
芸
能
教
室
の
開
催
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
韮
山
反
射
炉
内
に
あ
る
ト

イ
レ
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
十
八
年
度
に
改
築
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
よ
り
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
伊
豆
の
国
市
健
康
増
進
計
画
の
策
定

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
十
七
年
度
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
、
婦
人
科
検
診
の
受

診
機
会
を
、
二
年
に
一
度
か
ら
毎
年
受
診
で
き
る
体
制
に
し
ま
し
た
。

市
長
施
政
方
針

平成１８年度

伊
豆
の
国
市
長

望
　
月
　
良
　
和

生
き
生
き
働
く
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
あ
る
ま
ち

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
空
間
の
ま
ち

未
来
を
担
う
人
を
育
み
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築
く
ま
ち

だ
れ
も
が
す
こ
や
か
元
気
に
生
き
る
ま
ち

安安
全全
でで
安安
心心
しし
てて
暮暮
らら
せせ
るる

まま
ちち
づづ
くく
りり
にに
重重
点点
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
の
施

策
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
十
八
年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
地
域
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に

社
会
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
と
施
設
の
充
実
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
伊
豆
の
国

市
障
害
者
計
画
を
策
定
し
、
自
立
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
十
八
年
度
か
ら
支
給
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
扶
養

者
の
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
制
度
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
に
は
児
童
指
導

員
を
、
幼
稚
園
に
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
先
生
を
十
七
年
度
と
同
様
に
配
置
し
、
世
代
間
の
交
流
と
園

内
へ
の
侵
入
者
に
対
す
る
警
告
的
な
役
割
と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
事
業
と
私
立
幼
稚
園
就
園
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
、
十
七
年
度
と
同
様
に
実
施
し
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
へ
の
愛
着
、
住
民
相
互
の
思
い
や
り
、
助
け
合
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
地

域
の
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
交
通
の
機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
古
奈
地
区
、
神
島
地
区
、
多
田
地
区
の
合
併
支
援
道
路

を
は
じ
め
、
浮
橋
地
区
等
の
県
道
路
整
備
に
つ
い
て
継
続
的
な
実
施
を
静
岡
県
に
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
大
仁
地
区
と
韮
山
地
区
を
結
ぶ
主
要
道
路
で
あ
る
市
道
大
１
０
１
号
線
、
宗
光

寺
か
ら
南
条
間
に
つ
い
て
の
改
良
工
事
を
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
、
道
路

関
係
で
は
、
韮
山
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
を
し
て
い
る
街
路
整
備
事
業
や

辺
地
対
策
事
業
に
つ
い
て
も
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
公
園
関
係
で
は
、
天
野
公
園
整

備
事
業
が
十
八
年
度
で
三
年
を
か
け
た
事
業
が
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
守
山
西
公
園
、
古
奈
湯
元

公
園
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
上
水
道
関
係
で
は
、
新
し
い
古

奈
配
水
池
の
完
成
に
よ
り
、
江
間
地
区
の
念
願
で
あ
っ
た
美
味
し
い
水
が
、
今
年
四
月
か
ら
供
給

さ
れ
ま
す
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
水
害
対
策
や
防
災
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
ず
は
教

育
施
設
の
地
震
対
策
に
重
点
を
置
き
、
十
八
年
度
に
耐
震
診
断
を
田
京
幼
稚
園
、
堀
越
保
育
園
、

長
岡
南
小
学
校
、
大
仁
小
学
校
で
行
い
、
韮
山
西
幼
稚
園
で
耐
震
補
強
計
画
設
計
を
、
災
害
時
の

非
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
韮
山
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
三

地
区
で
統
合
さ
れ
て
い
な
い
行
政
無
線
を
、
十
八
年
度
か
ら
二
カ
年
計
画
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
仁
方
面
隊
第
六
分
団
の
詰
所
建
設
と
伊
豆
長
岡
方
面
隊
第
一
分
団
の
消
防

ポ
ン
プ
車
の
更
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
家
庭
用
家
具
固
定
推
進

事
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ゼ
ロ
」
事
業
に
つ
い
て
も
実
施
し
、
防
災
へ
の
意
識
高

揚
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

次
に
水
害
対
策
と
し
て
、
堂
川
地
区
と
毘
沙
門
地
区
の
湛
水
防
除
施
設
改
修
と
、
旭
台
、
長
岡

川
、
小
坂
都
市
下
水
路
整
備
と
、
山
田
川
等
の
河
川
改
修
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
伊
豆
の
国
市
全
体
の
排
水
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
大
仁
地
区
で
設
置
を
し
て
い
る
区
交
通
安
全
会
を
伊
豆

長
岡
、
韮
山
地
区
に
も
設
置
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
区
独
自
の
交
通
安
全
活
動
の
推
進
を
図
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

次
に
防
犯
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
し
て
、
小
学
校
に
安
全
支
援
員
を
増
員
し
ま
す
。
ま
た
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
配
備
し
、
地
域
の
防
犯
活
動
の
推
進
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
民
交
流
、
都
市
交
流
、
国
際
交
流
等
、
様
々
な
賑
わ
い
交
流
の
創
出
事
業
と
し
て
は
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
市
民
の
交
流
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
交
流

に
つ
い
て
は
伊
豆
の
国
市
都
市
交
流
協
会
を
中
心
に
、
京
都
府
長
岡
京
市
等
と
積
極
的
な
交
流
を

進
め
ま
す
。
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
伊
豆
の
国
市
国
際
交
流
協
会
を
中
心
に
、
文
化
・
民
族
の
違

い
を
越
え
て
互
い
を
理
解
し
共
生
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
と
の
情
報
の
共
有
と
し
て
、
広
報
の
発
行
を
十
七
年
度
と
同
様
に
一
日
号
・
十
五
日
号
の

月
二
回
発
行
し
、
積
極
的
な
情
報
の
提
供
に
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見

箱
」
も
引
き
続
き
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
課
題
や
問
題
を
直
接
、
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
市
政
懇
談
会
を
十
七
年
度
と
同
様
に
実
施
し
ま
す
。

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
市
政
に
参
加
で
き
る
機
会
や
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と
し
て
、
十
八
年
度
は
積
極
的
な
意
識
啓
発
を
推
進
す
る
た
め
講

演
会
を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
に
も
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

旧
三
町
の
速
や
か
な
一
体
化
を
促
進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
、
伊
豆
の
国
市
全
体
の
均
衡
あ

る
発
展
を
目
指
し
、
伊
豆
の
国
市
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力

あ
る
温
泉
健
康
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
十
七
年
度
か
ら
総
合
計
画
の
策

定
作
業
に
着
手
し
て
お
り
、
十
八
年
度
中
に
は
総
合
計
画
を
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
地
方
財
政
へ
の

影
響
は
、
不
透
明
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た
新
た
な
地
方
財
政
制
度
の
実

現
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
へ
の
転
換
を
目
指
し
、
時
代

の
要
請
や
市
民
の
期
待
に
沿
っ
た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
に
強
力
に
取
り
組
み
、

よ
り
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

住
み
た
い
訪
れ
た
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

み
ん
な
が
主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て
進
む
ま
ち



商工会運営支援事業　　　１９,４５３
街路灯管理事業　　　　　 ３,４００
地域観光推進事業　　　　９２,５７３
広域観光宣伝事業　　　　 ４,５９１
源泉管理事業　　　　　　３３,２２６
長岡南浴場整備事業　　　 ４,７７４

県道整備事業（合併支援道路等）６４,４２０
急傾斜地対策事業　　　　２７,６６２
地籍調査事業　　　　　　 ４,３９４
道路施設維持補修事業　　８７,４５０
道路新設改良事業　　 ４０６,２２６
道路新設改良事業（補助）５０,０５６
辺地対策事業　　　　　　２６,０００
河川改修事業　　　　　　８０,００５
準用河川洞川改修事業　　１０,５００
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社会福祉協議会助成事業　７５,０００
介護予防サービス計画作成事業２５,５００
高齢者タクシー利用助成事業４７,４９３
在宅介護者介護手当支給事業２３,４００
敬老会実施事業　　　　　２０,４６４
ねんりんピック交流大会実施事業 ５,３３９
心身障害者タクシー利用助成事業 ４,８３７
障害者計画策定事業　　　 ２,１４７
乳幼児医療費助成事業　 １０２,５７０
児童手当給付事務事業　 ３１８,８５２
堀越保育園耐震診断事業　　 ８４０
介護保険特別会計繰出金 ３７３,５０８
国民健康保険特別会計繰出金 ３８３,８４０
老人保健特別会計繰出金 ３２８,４０２

成人健康診査事業　　　 １４０,７５４

健康増進計画策定事業　　 ２,３４８
合併処理浄化槽補助事業　１２,７４６
広瀬公園プール改修事業　１９,５００
ごみ処理広域化計画策定事業 ２１７
長岡焼却場維持管理事業　６６,３８２
韮山焼却場維持管理事業　７７,７２１
プラスチック減容機設置事業４５,０００

勤労者住宅・教育資金貸付事業１７,９７０

中国野菜栽培研究事業　　 ３,００８
農業環境・農産物安全性確保対策事業 ６,０００
県営湛水防除施設整備事業２８,５００
小坂自然環境生態系保全施設整備事業１０,２１４
長崎地域農業活動拠点施設整備事業 ２,８３０
高原浮橋農業集落道整備事業１２,７００
浮橋自然環境生態系保全施設整備事業１２,３２８

旭台都市下水路整備事業　８８,９４０
長岡川都市下水路整備事業１７,７００
小坂都市下水路整備事業　３４,４３８
街路整備事業（まちづくり交付金）１８３,６００
天野公園整備事業　　 ２８８,０８７
古奈湯元公園整備事業　　 ４,０５５
守山西公園整備事業　　　３０,６７４
下水道事業特別会計繰出金 ９８９,８８３

田方地区消防組合運営事業 ５９８,４６７
大仁方面隊第６分団詰所建設事業２５,９２０
伊豆長岡方面隊第１分団ポンプ車更新事業１８,０００
行政無線デジタル化事業　５４,８００
プロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ‐０」事業 ５,５９２
家庭内家具固定推進事業　 １,２０５

教職員個人情報保護対策事　 ９５６
長岡南小学校耐震診断事業 １,８５６
大仁小学校耐震診断事業　 １,２０３
大仁中学校校舎建設事業　１６,３８０
私立幼稚園就園支援事業　 ６,９０９
韮山西幼稚園耐震補強計画設計事業 ４,２４２
生涯学習推進大綱策定事業費 ９７０
田京幼稚園耐震診断事業　 １,３５８
韮山体育館耐震補強工事事業８３,４００
韮山反射炉トイレ改修事業２５,６２８
図書館システム更新事業　１６,５７５

人事管理制度構築事業　　 ３,３００
検査・検収システム構築事業 １,７８５
市勢要覧作成事業　　　　 ３,８３４
ＩＰ電話導入事業　　　　 ３,０１６
生活支援バス運行事業　　３０,３３８
総合計画策定事業　　　　 ８,５６４
国土利用計画策定事業　　 ３,０００
浮橋地区温泉施設整備構想策定事業 ９５０
排水計画策定事業　　　　 ４,５００
地域づくり推進事業　　　３２,０５３
防犯パトロール車設置事業 １,１５０
三島市、伊豆市及び伊豆の国市電算
センター協議会負担金　 １４３,４６０
土地評価事務統合事業　　 ３,０００

総　務　費

衛　生　費
労　働　費

農林水産費

商　工　費

土　木　費

消　防　費

教　育　費

【目的別歳出の構成割合】 【性質別歳出の構成割合】

会　　計 平成１８年度予算

国民健康保険 ５１億２,３００万円

老 人 保 健 ４１億４,９００万円

【歳入の構成割合】

介 護 保 険 ２５億１,４５０万円

市
民
の
安
全
・
安
心
に
重
点

総
額
161
億
９
千
万
円

平
成
十
八
年
度

下 水 道 事 業 １６億７,９００万円

簡易水道事業 ３,８００万円

楠木及び天野揚水場管理 ３,２５０万円

土 地 管 理 ２,１７０万円

収益
収入 ６億８,４４５万円

支出 ６億４,９３０万円

資本
収入 １万円

支出 ２億５,０９５万円

民　生　費 歳入の市税の内訳

税目
予算額
（千円）

構成比
（％）

市民税 ２,４７０,８８１ ３８.７

（うち個人）（２,０２９,１００）（３１.８）

（うち法人） （４４１,７８１）（６.９）

固定資産税 ３,３６４,１７５ ５２.７

軽自動車税 ７６,３５９ １.２

市たばこ税 ３４８,２００ ５.５

特別土地保有税 １ ０.０

入湯税 １２０,９８１ １.９

合計 ６,３８０,５９７ １００.０

一
般
会
計
予
算
歳
入
歳
出
の
構
成

前年対比

２.８％減

１０.５％減

３.０％減

１.３％減

１５０.０％増

１.４％減

２.５％減５.０％減

１.４％減

１００.０％減

６３.５％減

前年対比
１１億３千万円
（６.５％）減

目的別歳出の主な事業

（単位：千円）

特
別
会
計

上水道事業会計

区分 平成１８年度予算 前年対比

目的別歳出の増減
（前年対比）
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わわ
かか
りり
やや
すす
くく
てて
効効
率率
的的
にに

市
役
所

組
織
変
更

三
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
、
こ
の
四
月
一
日
か
ら

市
役
所
の
組
織
を
変
更
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く

て
、
効
率
的
に
す
る
た
め
の
変
更

で
す
。
来
庁
の
と
き
や
お
問
い
合

わ
せ
の
と
き
に
は
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

部 課・室 電話番号 主な業務

観光産業部

観光商工課 055-948-1480 観光振興、温泉保護・活用、商
工振興、消費者行政など

教　育　部

教育総務課 055-949-6806
教育委員会の予算、人事、文書
管理、情報公開、学校施設管理、
就学事務など

こども育成課 055-949-6807 保育園・幼稚園の入園事務・管
理、学童保育、児童館など

学校指導課 055-949-6808
教員研修、教員人事、学校教育
指導、就学指導、学級編制、相
談活動など

社会教育課 055-949-6809 社会教育、生涯学習、文化財、
社会体育、スポーツ振興など

図書館 （中央図書館）
0558-76-5566

中央（大仁）図書館、長岡図書
館、韮山図書館

議会事務局 ――― 055-948-1417
議会・議員に関すること、監査
委員事務局・固定資産評価審査
委員会事務局に関することなど

韮山支所

地域振興課 055-949-6802

地区区長会・コミュニティ、地
区の防災・災害対策、環境美化、
犬の登録、産業振興、道路河川
の管理など

農業振興課 055-948-1481 農業委員会、農林業振興、農林
業施設等管理、自然保護など

文化振興課 055-949-8600 文化イベント、時代劇場・アク
シスかつらぎなど

ＦＡＸ番号

055-948-2926

055-949-6813

（中央図書館）
0558-76-5757

055-948-2913

055-949-1779

市民サービス課
055-949-6800
055-949-1212

戸籍・住民登録・印鑑登録等手続
き・証明発行、税関係証明発行、国
保・年金・老人保健・介護保険届出
受付、乳幼児医療・児童手当等申請
受付、原付ナンバー交付、貸出施設
使用申請受付

大仁支所

地域振興課
0558-76-8002
0558-76-8003

地区区長会・コミュニティ、地
区の防災・災害対策、環境美化、
犬の登録、産業振興、道路河川
の管理など

0558-76-5499

――― 会計課 055-948-2906 公金の支払い、税金・料金等の
収納、県証紙の販売など055-948-1169

市民サービス課
0558-76-8000
0558-76-8001
0558-76-2222

戸籍・住民登録・印鑑登録等手続き・証
明発行、税関係証明発行、国保・年金・
老人保健・介護保険届出受付、児童手当
等申請受付、保育園・幼稚園入園受付、
小中学校転校等届出受付、原付ナンバー
交付、貸出施設使用申請受付

都市整備部

都市計画課 055-948-2909 都市計画、土地利用、建築確認、
公園整備など

上下水道課 055-948-2911
水道検針・料金徴収、下水道料
金・受益者負担金徴収、施設維
持管理、水質検査など

建　設　課 055-948-2908 道路河川の新設改良・管理など055-948-1169

部 課・室 ＦＡＸ番号 主な業務

企　画　部

企画財政課
055-948-2915

総合計画、企画調整、合併管理、
統計、財政、広報広聴、ホーム
ページなど

行政改革推進室 行財政改革など

秘　書　室 市長秘書、都市交流、表彰など

管　財　課 055-948-2917 財産管理、市営住宅管理など

情報システム課 0558-77-2835 電算システム管理・開発、ＩＴ
推進など

総　務　部

総　務　課
055-948-2917

選挙、文書受付、文書管理、人
事、職員研修・給与・共済・厚
生、例規、情報公開など

検　査　室 設計・工事検査、物品検収など

安全対策課

055-948-1169

消防、防災、防犯、交通安全、
同時通報無線など

税　務　課

市民税・固定資産税・軽自動車
税などの課税・徴収、土地家屋
台帳の閲覧受付、地籍図写しの
発行など

環　境　部

環境政策課

055-949-1779

環境保全・美化、緑化推進、公
害対策、犬の登録、公園管理、
斎場管理など

クリーン課 ごみ処理、し尿処理、ごみ減量
化、リサイクルなど

健康福祉部

（福祉事務所）

福　祉　課

0558-76-8029

生活保護、障害者福祉、児童・
母子福祉、少子化対策など

高齢者支援課 高齢者福祉、介護予防、介護保
険給付、要介護認定など

健康づくり課 母子保健、成人保健、各種健診
など

電話番号

055-948-1413
055-948-1414

055-948-1431
055-948-2902

0558-76-8015

055-948-1411

055-948-1403

055-948-1412

055-948-2907
055-948-2918

055-949-6804

055-949-6805

0558-76-8006
0558-76-8007
0558-76-8008
0558-76-8009
0558-76-8010
0558-76-8011
0558-76-8012
0558-76-8013
0558-76-8014

市　民　部

市民サービス課

055-948-1169

戸籍・住民登録印鑑登録等手続き・証明
発行、税関係証明発行、乳幼児医療・児
童手当等申請受付、保育園・幼稚園入園
受付、小中学校転校等届出受付、原付ナ
ンバー交付、貸出施設使用申請受付、外
国人登録届出受付・証明発行、仮ナンバ
ー交付

国保年金課 国保・年金・老人保健に関する
こと、介護保険料の賦課・徴収

地域振興課
区長会・コミュニティ、地区の
防災・災害対策、環境美化、犬
の登録、財産区など

055-948-2901

055-948-2905

055-948-2903

広域廃棄物処理対策室 055-949-8112 広域廃棄物処理の推進

055-948-2917

055-949-8601

休日・夜間専用電話 055-948-1436

下
記
の
課
に
限
り
、
毎
週
木
曜

日
は
夜
七
時
ま
で
窓
口
業
務
を
延

長
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
都
合
な

ど
で
、
昼
間
に
は
来
庁
で
き
な
い

場
合
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

延
長
窓
口

市
民
部
と
各
支
所
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
、
税
務
課
、
会
計
課

＊
他
の
官
公
署
に
照
会
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
は
、
受
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
は

夜
７
時
ま
で



地
域
に
あ
る
様
々
な
社
会
資
源
を
使
っ
て
、
高
齢

者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と

し
て
、
四
月
一
日
、
高
齢
者
支
援
課
内
（
大
仁
庁
舎
）

に「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
介
護
予
防

に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者

へ
の
総
合
的
な
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。
公
正
、
中
立

性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
や
関
係
団
体
に

よ
る「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」が
運

営
に
関
わ
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地

域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
積
極
的
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
、
今
ま

で
ど
お
り
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ

っ
て
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
を
受

け
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
ま
す
。

▼
い
ち
ご
の
里
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
５（
９
４
７
）５
９
４
８

▼
伊
豆
の
国
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
　
　
　
　

電
話
０
５
５（
９
４
９
）５
８
１
８
　
　

▼
ぬ
く
も
り
の
里
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
５
８（
７
６
）６
７
０
０

問
合
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
支
援

課
内
）
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９
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高
齢
者
と
重
度
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
、
外
出
す
る
機
会
を
多
く

持
つ
こ
と
で
、
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
十
八
年
度
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
　
象

伊
豆
の
国
市
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い
る
人

③
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い

る
人

※
高
齢
者
と
障
害
が
重
複
す
る
場
合
は
高
齢
者
が
優
先

内
　
容

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の
乗
車
運
賃
の
助
成
（
年
間
、
百
円

分
の
利
用
券
を
百
四
十
四
枚
交
付
）

有
効
期
間

四
月
三
日（
月
）〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日（
土
）

申
　
請

四
月
三
日
（
月
）
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
伊
豆
長

岡
庁
舎
）
／
韮
山
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
韮
山
庁

舎
）
／
福
祉
課
（
大
仁
庁
舎
）
／
高
齢
者
支
援
課
（
大

仁
庁
舎
）
の
い
ず
れ
か
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

①
窓
口
に
申
請
に
来
た
人
の
印
鑑

②
対
象
者
の
、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
う
ち

持
っ
て
い
る
も
の
。

問
合
せ
（
高
齢
者
）高
齢
者
支
援
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

（
障
害
者
）福
祉
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
７

タ
ク
シ
ー
･
バ
ス
利
用
券
交
付

高
齢
者
／
重
度
障
害
者
対
象

介護予防の相談や介護予防ケアプ
ランの作成や評価などを行います。

皆さんを支える地域のケアマネージャー
の指導や支援のほか、高齢者の皆さんに
とってより暮らしやすい地域にするため
に様々な機関とのネットワークづくりを
推進します。

高齢者の皆さんが安心して生き生き
と暮らすために、皆さんの持つ様々
な権利を守れるよう支援します。
成年後見制度の紹介や虐待を早期に
発見、対応します。

介護保険だけでなく、様々な制度や地域
資源を利用した総合的な支援を行いま
す。高齢者の皆さんやその家族の介護に
関する悩みや問題に対応します。

地域包括支援センター
こんな仕事をしています

自立して生活できるよう
支援します

介護などについて
ご相談ください

皆さんの権利を守ります

様々な方面から
皆さんを支えます

事業名 内　容 対　象 利用料金等

食の自立支援事業

（配食サービス）

利用者に栄養バランスのとれ
た昼食を配達し、安否確認を
する

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯で疾
病等の理由で調理が困難な人

１食５００円
月～土曜日

（ 一部地域を除く）

家族介護用品支給事業

（紙おむつ支給）

要介護状態になった高齢者等
に、紙おむつなどの介護用品
を低価格で支給する

介護保険認定要介護１以上の概
ね６５歳以上の人と重度障害者
でトイレに行くことが困難な人

紙おむつ購入費の約５割
補助（要介護４・５で住民
税非課税世帯は９割補助）

緊急通報システム

利用事業

緊急通報システム（ボタンを
押すだけで連絡ができる機器）
の設置と助成

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみ世帯、また
はこれに準ずる世帯

基本利用料１カ月８００円
（通話料金は別途実費負
担）

おはようサービス

(乳酸飲料配布事業)

３日に１本、乳酸飲料を配布
しながら、声かけして安否確
認を行う

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者のみの世帯と一
人暮らしの視覚障害者

無料

ホームヘルプ

サービス事業

自立生活を支援するためにヘ
ルパーを派遣し、入浴介助、調
理、掃除、通院介助等を行う

ケガや疾病等で日常生活上の支
援を必要とする介護保険に該当
していない概ね６５歳以上の人

１時間２３０円

寝具類等洗濯乾燥消毒

サービス事業

寝具類等の衛生管理が困難な
人に対して、洗濯乾燥消毒を
する

概ね６５歳以上の一人暮らし高
齢者、高齢者世帯のみ世帯で、
衛生管理が困難な人

無料
（年１回、１人２枚まで）

在宅短期保護事業

介護している家族が疾病等の
理由で在宅での介護が困難な
場合、１カ月７日以内で特養
ホームに保護する

介護保険の利用限度を超えて利
用したい介護認定者、概ね６５
歳以上で緊急的に介護が必要と
認められた介護認定以外の人

利用料１日３，０４０円、送迎
料１回３７０円（介護保険料
第１・２段階該当世帯は利用
料１日１，３８０円、送迎無料）

認知症生活指導事業

生活指導ホームに入所し、認知症高
齢者個々に適切な処遇方法を発見し
て、介護者共に生活指導を行う

概ね６５歳以上で、在宅で認知
症と認められる高齢者とその
介護者

利用料１日２，２５０円、判
定・指導料１回９，５００円

外出支援サービス事業

外出困難な在宅の人に対し、
市内外（近隣に限る）の医療
機関への送迎を行う

概ね６５歳以上の人、重度心身障
害者で公共交通機関の利用や家族
による送迎が困難な人（日常生活
に車椅子を利用、寝たきり等の人）

無料
（週１回まで）

徘徊探索機器貸出事業

発信機能（ＧＰＳ）を持つ端
末を高齢者に携帯させ、徘徊
時の探索を行う

概ね６５歳以上で認知症と認め
られる在宅高齢者

加入料５００円、付属品代２００
円（初回のみ）、基本利用料
１カ月５０円、情報料・人件
費・機器管理費は自己負担

入浴サービス

自力または、家族のみでは入
浴できない人に、施設での入
浴を提供する

概ね６５歳以上で疾病・身体の
障害等で長期にわたり臥床し
ている人

１回１，２５０円

１８年度

市では、高齢者が自立した生活を過ごし、長年住み慣れた地域社会で引き続き生活していくことを支援します。高
齢者の在宅福祉サービスは、次のとおりです。利用や、申請については、お気軽にご相談ください。

また、一部サービスでは、対象者や利用料に一部変更があります。現在サービスをお使いの人には、個別に連絡し
ていますが、ご注意ください。

問合せ 高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
の
拠
点
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平成１８年４月から平成１９年３月までの国民年金保険料が、月額１３，８６０円に決まりました。
平成１８年度の国民年金の納付案内書は、４月上旬に社会保険庁から皆さんへお送りします。金融機関等で忘れず

にお支払いください。また、コンビニエンスストアでは、手数料不要で２４時間納付できますので、ご利用ください。
問合せ 三島社会保険事務所　電話０５５‐９７３‐１１６６／市役所国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５ 健診（検診） 対象／検査内容 実施時期

基本健診
４０歳以上／身体計測、腹囲測定、血圧測定、尿検査、血液検査、内科診察
医師が必要と認めた人には、心電図検査、貧血検査、ＨｂＡ１ｃ、眼底検査を
実施。６５歳以上の人には、介護予防のための検査（下記参照）を実施。

【集団検診】
５～８月

（１１月、１月に
追加日があり
ます）

【個別検診】
６～９月

Ｂ型・Ｃ型肝炎

ウイルス検査
４０歳以上で今までに一度も肝炎ウィルス検査を受けたことがない人

前立腺がん検診 ５０歳以上の男性／基本健診で採血した血液でＰＳＡ検査

結核検診 １５歳以上／問診・胸部レントゲン撮影

肺がん検診 ４０歳以上（希望者）／問診･胸部レントゲン撮影、喀痰検査

胃がん検診 ３５歳以上／問診・胃部レントゲン撮影

大腸がん検診 ３５歳以上／問診・便潜血反応検査（便を採って提出）

歯周疾患検診 ２０歳以上／問診・むし歯、歯周疾患等の検査
【集団検診】６～１月
【個別検診】５～１月

成人対象成人対象 各種健各種健診診（（検検診診））

子宮がん検診 ２０歳以上の女性／問診・子宮頚部の内診と細胞診
【集団検診】
９月

【個別検診】
８～１月乳がん検診

４０歳以上の女性／【集団検診】問診・視触診・エコー　
【個別検診】問診・視触診・マンモグラフィー

骨粗しょう症検診 ２０～７０歳の偶数年齢、４５歳、５５歳、６５歳の女性／問診・骨密度検査

※平成１９年３月３１日までに表の年齢になる人が対象。

市では、生活習慣病等を早期発見し、早期治療を行う
ことで病気の悪化を防ぐことや、自分の健康状態を知る
ことで生活改善のきっかけをつくることを目的に、成人
を対象とした各種健（検）診を行います。健診希望調査

で「市の健診を受ける」と答えた人には、５月中旬から
受診票を郵送します。歯周疾患検診の受診票は誕生月の
前（４月生まれは４月下旬）に送りますので、忘れずに
受診してください。

健（検）診の費用はすべて無料です

こ
こ
が
変
わ
り
ま
す

納めて安心！快適生活 国民年金

二
十
歳
以
上
の
人
は
、
学
生

で
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
収
入
が

少
な
く
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納

付
特
例
制
度
の
申
請
を
す
る
と

保
険
料
の
納
付
が
一
定
期
間
猶

予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
承
認
は
前
年
の
所
得
を

確
認
す
る
た
め
、
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
不

慮
の
事
故
等
で
障
害
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
障
害
基

礎
年
金
等
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き

学
生
証
、
在
学
証
明
書
な
ど
学
生
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
も
の
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
（
失

業
し
た
こ
と
に
よ
り
申
請
を
す
る
と
き
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
が
必
要
）
を
持
っ
て
、
次

の
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
。

窓
　
口

国
保
年
金
課
（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）
／
韮
山
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
／
大
仁
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課

１年分の国民年金保険料を５月１日（月）
までに支払うと、１年で２，９５０円割引になり、１年分が、
１６３，３７０円になります。１年前納の納付書は、４月上旬に
お送りする平成１８年度の納付案内書の中に入っています。
※５月１日を過ぎても、前納はいつでもできます。前納で

きる期間は、申し出のあった月分から平成１９年３月分
までです。希望する人は、前納の納付書をお送りします
ので三島社会保険事務所までご連絡ください。

月々の口座振替を、通常よりも１カ月早く引き落
とすことで、毎月の保険料が５０円割引になり、１カ
月分が１３，８１０円になります。預金通帳、金融機関届
出印、年金手帳を持って、金融機関の窓口で手続き
してください。
（通常の口座振替：翌月の末引き落とし／早割制度：
当月の末引き落とし）

全
国
で
は
、
毎
年
四
百
人
近
く

も
の
農
作
業
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
農
業
機
械
に
よ
る
事

故
は
重
傷
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

家
族
を
も
不
幸
に
巻
き
込
ん
で
し

ま
い
ま
す
。

春
は
、
春
田
起
こ
し
や
草
刈
り

等
、
機
械
作
業
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
機
械
の
点
検
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
体
調
や
服

装
を
確
認
し
て
か
ら
作
業
に
取
り

か
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
あ
せ

り
、
無
理
な
作
業
等
か
ら
も
事
故

は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。
機
械
の

取
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
、
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

農作業事故ゼロをめざして

4/20
(木)

5/20
(土)

春の農作業安全運動

問合せ　農業振興課　電話０５５‐９４８‐１４８１

申
請
忘
れ
ず
に

学
生
納
付
特
例
制
度

問合せ 健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１４

国民年金の保険料額が　
改正されました 月額１３，８６０円

●お得な国民年金保険料の納め方

「自分だけはダイジョウブ」なんて思っていませんか？

【集団検診】
９～１０月

四
月
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

四
十
歳
以
上
の
希
望
者
に
加
え
、
六
十
五

歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
基
本
健
診
の
受

診
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上

の
人
に
は
、
申
し
込
み
を
し
て
い
な
く
て

も
基
本
健
診
の
受
診
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
基
本
健
診
結
果
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
活
動(

高
齢
者
の
支
援)

の
基

と
な
り
ま
す
。

◎
受
診
者
す
べ
て
に
実
施
す
る
項
目

・
腹
囲
測
定（
身
体
計
測
）

・
尿
酸（
血
液
検
査
）

◎
六
十
五
歳
以
上
の
人
す
べ
て
に
実
施
す

る
項
目（
介
護
予
防
の
た
め
の
検
査
）

・
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン（
血
液
検
査
）

・
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（
問
診
）

・
介
護
予
防
の
た
め
の
生
活
機
能
評
価（
医

師
に
よ
る
診
断
）

◎
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
項
目
･
検
査

・
関
節
の
動
き
･
痛
み
の
検
査（
内
科
診
察
）

・
飲
み
こ
み
に
く
さ
の
検
査（
内
科
診
察
）

六
十
五
歳
以
上
の
人
す
べ
て

が
受
診
対
象
者
で
す

基
本
健
診
に
新
し
く

次
の
検
査
が
加
わ
り
ま
す
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二
月
二
十
一
日
、
大
仁
市
民

会
館
で
、
男
女
共
同
参
画
講
演

会
「
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
お
と
こ

ら
し
さ
お
ん
な
ら
し
さ
」
を
行

い
ま
し
た
。
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
教
授
の
諸
橋
泰
樹
先
生
か

ら
、
メ
デ
ィ
ア
に
意
図
的
に
作

ら
れ
た
女
性
像
・
男
性
像
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に

登
場
す
る
あ
る
家
族
に
つ
い
て
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り

い
れ
な
が
ら
分
析
し
て
み
る
と

い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
男
ら
し

さ
・
女
ら
し
さ
に
と
ら
わ
れ
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
、「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
に
つ
い
て

考
え
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

男
ら
し
さ
女
ら
し
さ
　

っ
て
何
だ
ろ
う

たくさんの人が耳を傾けた講演会

ペ
ッ
ト
マ
ナ
ー
は

飼
い
主
か
ら

三
月
十
二
日
、
狩
野
川
河
川

敷
の
千
歳
橋
提
外
地
公
園
で
、

ペ
ッ
ト
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦

（
主
催
・
県
愛
玩
動
物
飼
養
管
理

士
会
）
が
開
催
さ
れ
、
市
民
五

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
河
川
敷
や
堤
防
に

放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
の
回
収

と
ご
み
拾
い
、
犬
の
し
つ
け
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
フ
ン

だ
け
で
約
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
集

ま
っ
た
実
態
に
、
参
加
者
は
、

放
置
さ
れ
た
フ
ン
の
多
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
は
飼
い
主

が
変
わ
ら
な
い
と
向
上
し
ま
せ

ん
。
飼
い
主
一
人
ひ
と
り
が
、

フ
ン
を
放
置
せ
ず
持
ち
帰
り
、

き
れ
い
な
環
境
を
守
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

フンは放置せず持ち帰るのが最低限のマナー

三
月
十
一
日
、
韮
山
時
代
劇

場
大
ホ
ー
ル
で
「
春
う
ら
ら
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
」
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
三

百
人
が
無
料
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
で
は
、
裾
野
を
中
心
に

活
動
す
る
静
駿

セ
イ
ス
ン

波
舞
音

ハ

ブ

ネ

エ
イ
サ

ー
団
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
の
演
舞
、

二
部
で
は
、
沖
縄
民
謡
で
世
界

的
に
活
動
し
て
い
る
、
よ
な
は

徹
さ
ん
と
、
沖
縄
で
活
躍
す
る

内
里
美
香
さ
ん
に
よ
る
歌
と
三

線
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
と
呼
ば
れ
る

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
観
客
全
員

で
踊
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

南
の
島
の

音
と
踊
り
を

舞台と観客が一体となったカチャーシー

旧
高
原
分
校
を

活
用
し
よ
う

旧分校でストーブを囲み、パンとスープを
食べる参加者。右上写真は出月氏の作品

三
月
五
日
、
旧
韮
山
町
立
韮
山

南
小
学
校
高
原
分
校
で
、「
第
二

回
旧
高
原
分
校
の
活
用
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
主
催
・
高
原
分
校

を
愛
す
る
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
円
形
座
談
会

の
ほ
か
、
高
原
の
野
菜
ス
ー
プ
の

試
食
、
芸
術
家
・
出
月
秀
明
氏
の

作
品
展
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
手
作
り
パ
ン
と
ス

ー
プ
を
食
べ
な
が
ら
、
分
校
の
再

活
用
や
、
に
ぎ
わ
い
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

な
お
、
出
月
氏
作
品
展
は
、
今

月
三
十
日
（
日
）
ま
で
の
土
・
日

曜
日
に
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
韮
山
時
代
劇
場

電
話

０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

三
月
十
五
日
、三
島
警
察
署
で
、

二
市
一
町
（
三
島
市
・
伊
豆
の
国

市
・
函
南
町
）
交
通
安
全
推
進
協

議
会
か
ら
、「
交
通
安
全
優
良
自

治
体
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
三
地
区

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

二
市
一
町
九
十
四
自
治
会
の
中
か

ら
、
交
通
安
全
運
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
優
良
自
治
体
を

選
ぶ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
三
島
市
千

枚
原
町
内
会
、
函
南
町
宝
蔵
台
区

と
と
も
に
、
当
市
の
エ
メ
ラ
ル
ド

区
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
三
地
区
は
、
手

作
り
広
報
誌
を
作
成
し
て
い
る
こ

と
や
、
自
主
的
な
交
通
安
全
講
習

会
を
開
催
し
て
い
る
取
り
組
み
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
地
区
で
も
交
通
安
全

運
動
の
お
手
本
に
し
ま
し
ょ
う
。

表彰を受けたエメラルド区の山路区長 交
通
安
全
運
動
の

お
手
本
で
す

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
　

が
ん
ば
っ
て
ま
す

ニューファーマーと面会する県知事・市長ら

二
月
二
十
二
日
、
韮
山
時
代
劇

場
で
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
と
石

川
嘉
延
県
知
事
が
面
会
し
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、

非
農
家
出
身
で
農
業
を
志
し
、
農

家
で
の
研
修
を
経
て
農
業
経
営
を

始
め
た
人
（
新
規
就
農
者
）
の
こ

と
。
面
会
に
は
、
市
内
の
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
と
研
修
生
ら
九
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

県
は
平
成
五
年
度
か
ら
「
が
ん

ば
る
新
農
業
人
支
援
事
業
」
と
し

て
育
成
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
ニ

ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の
作
っ
た
ミ
ニ

ト
マ
ト
や
イ
チ
ゴ
を
試
食
し
た
知

事
は
、「
農
業
に
他
分
野
か
ら
の

新
し
い
力
を
吹
き
込
ん
で
ほ
し

い
」
と
激
励
し
、
市
長
も
、「
市

と
し
て
今
後
も
引
き
続
き
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

日
本
一
の

温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
　

二
月
二
十
五
日
、
ア
ク
シ
ス
か

つ
ら
ぎ
で
、「
第
三
回
温
泉
ま
ん

じ
ゅ
う
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う

作
り
、
ま
ゆ
玉
作
り
、
鵺
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
作
り
体
験
を
は
じ
め
、

三
個
百
円
ま
ん
じ
ゅ
う
、
富
士
宮

焼
き
そ
ば
販
売
や
各
種
出
店
等
、

た
く
さ
ん
の
催
し
を
行
い
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
寅
さ
ん
の

物
ま
ね
で
知
ら
れ
る
原
一
平
さ

ん
、
歌
謡
声
帯
模
写
田
原
し
げ
る

さ
ん
の
シ
ョ
ー
も
行
い
、
会
場
に

は
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
楽
し
そ
う

な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

目
玉
の
「
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
詰

合
せ
」
一
千
箱
限
定
販
売
は
、
好

評
の
う
ち
に
完
売
し
ま
し
た
。

たくさんの人でにぎわった祭り会場

二
月
十
八
日
、
十
九
日
に
、

大
仁
梅
林
と
大
仁
神
社
境
内
で
、

「
大
仁
梅
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
寒
さ
の
影
響
か
ら
か
梅

は
二
〜
三
分
咲
き
で
し
た
が
、

舞
台
で
は
雅
楽
や
神
楽
、
大
正

琴
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
会

場
は
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
甘
酒
や
梅
ア
イ
ス
、

梅
あ
ん
こ
ろ
も
ち
な
ど
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
も
行
い
、
長
蛇
の
列

が
で
き
ま
し
た
。

大
仁
梅
林
に

春
が
き
た
　梅林内で行った、恒例の甘酒無料サービス

蛭
ヶ
島
公
園
に

茶
屋
が
完
成 茶屋竣工式でくす玉を割る市長ら

三
月
十
五
日
、
蛭
ヶ
島
公
園
の

茶
屋
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
茶
屋
は
、
公
園
の
観
光
客

増
加
や
市
民
憩
い
の
場
と
し
て
の

活
用
を
目
的
と
し
て
整
備
し
ま
し

た
。
建
築
に
は
、
伊
豆
高
等
職
業

訓
練
校
の
生
徒
が
、
地
元
の
大
工

さ
ん
の
指
導
の
も
と
参
加
し
、
昔

な
が
ら
の
木
造
建
築
の
工
法
を
取

り
入
れ
、
伝
統
技
術
を
継
承
す
る

形
で
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。オ

ー
プ
ン
は
四
月
一
日
か
ら

で
、
観
光
案
内
や
歴
史
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
設
置
の
ほ
か
、
湯
茶

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
お
し
る
こ
や

み
そ
お
で
ん
な
ど
が
楽
し
め
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
八
日
、
東
芝
テ
ッ

ク
社
会
貢
献
基
金
大
仁
事
務
所

（
二
宮
昌
紀
所
長
）
が
市
長
を
訪

れ
、
市
に
、
約
百
万
円
相
当
の

東
芝
製
品
を
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
事
業
所
が
取
り
組

ん
で
い
る
社
会
貢
献
活
動
で
、

従
業
員
の
給
与
・
賞
与
端
数
積
み

立
て
と
会
社
側
の
寄
付
で
購
入

し
た
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、
液
晶
テ

レ
ビ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
、
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
各
一
台
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
寄
贈
品
は
、「
や
す
ら
ぎ
の

家
」と「
も
く
せ
い
苑
」に
配
置
し
、

社
会
福
祉
増
進
の
た
め
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

市長に目録を渡す二宮所長・杉山労組委員長

好
評
だ
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
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湯らっくすのゆは、平成１７年３月のオープン以来、無休で営業してきま
したが、４月から毎週火曜日を休館日としました。

施設を常に良い状態に保つことを目的としているため、ご理解いただき、
今後も引き続き、ご利用をお願いします。

問合せ 観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０

「
伊
豆
は
一
つ
」
を
合
言
葉
に
、
伊
豆
地

域
の
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
全
国
に
先
駆
け
て
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
の
創

設
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
土
交

通
省
か
ら
昨
年
七
月
に
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
誕
生

の
内
示
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
三
月
に
は
、
国
土
交
通
省

か
ら
「
平
成
十
八
年
十
月
十
日
に
伊
豆
ナ
ン

バ
ー
導
入
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
伊
豆
ナ
ン
バ
ー
が
十
月
十

日
以
降
の
新
規
登
録
や
移
転
登
録
等
を
す
る

車
か
ら
順
次
切
り
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

「
伊
豆
」
ナ
ン
バ
ー
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

で
、
伊
豆
半
島
の
各
市
町
に
住
む
住
民
の
皆

さ
ん
の
伊
豆
半
島
へ
の
愛
着
を
高
め
、
一
体

感
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
動
く
広
告
塔
と

し
て
伊
豆
半
島
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、

観
光
振
興
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
該
当
地
域
の
六
市
六
町
（
伊
豆

の
国
市
・
三
島
市
・
熱
海
市
・
伊
東
市
・
下

田
市
・
伊
豆
市
・
函
南
町
・
東
伊
豆
町
・
河

津
町
・
南
伊
豆
町
・
松
崎
町
・
西
伊
豆
町
）

で
は
、
連
携
を
強
化
し
、
円
滑
な
導
入
と
地

域
活
性
化
に
向
け
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
一
丸
と
な

っ
て
「
伊
豆
」
ナ
ン
バ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
運

転
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。 伊豆長岡温泉に関するアンケート結果

観光客の伊豆長岡温泉に対するイメージ、ニーズを把握し、交流人口
の増加を図る方策を模索するため、伊豆長岡温泉に関するアンケート調
査を２月２５日の温泉まんじゅう祭りで実施しました。その結果を皆さ
んにお知らせします。

問合せ 観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０

①
あ
な
た
の
性
別
は

②
あ
な
た
の
年
齢
は

③
あ
な
た
の
住
ま
い
は

④
本
日
（
ま
た
は
昨
日
）
は
伊
豆

長
岡
温
泉
に
お
泊
り
で
す
か

⑤

④
で
ホ
テ
ル
･
旅
館
･
保
養

所
に
宿
泊
し
た
人
に
質
問
し
ま

す
。伊
豆
長
岡
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
、

要
望
は
？

・
温
泉
が
よ
か
っ
た

・
祭
が
よ
い

・
ま
ん
じ
ゅ
う
が
よ
い

・
す
ば
ら
し
い

・
よ
い
と
こ
ろ

・
水
が
カ
ル
キ
く
さ
い

・
旅
館
の
値
段
が
高
い

・
岩
盤
浴
を
増
や
し
て
欲
し
い

・
祭
り
を
温
泉
場
全
体
で
盛
り
上

げ
る
と
よ
い

・
自
然
や
温
泉
を
楽
し
み
心
が
癒

せ
る
町
を
望
む

・
市
民
に
温
泉
無

料
券
を
配
っ
て

欲
し
い
。

・
歴
史
の
町
な
の

で
長
く
大
切
な

町
に
し
て
欲
し

い
。

調査日 ２月２５日（土）
調査場所

アクシスかつらぎ
調査方法

温泉まんじゅう祭で
配布した「温泉まん
じゅう詰合せ整理券」
にアンケート欄を設
け、１，０００人に調査
を依頼。
回答者数 ９４６人

観
光
商
工
課
で
は
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
観
光

協
会
、
旅
館
組
合
等
に
も
配

布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で

検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
行
政
、
観
光
協
会
、

旅
館
組
合
等
関
係
機
関
で
協

議
し
、
伊
豆
長
岡
温
泉
の
イ

メ
ー
ジ
を
上
げ
る
よ
う
改
善

し
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
決
ま
っ
た
こ
と

と
し
て
は
、
四
月
か
ら
、
観

光
協
会
は
土
・
日
曜
日
の
業

務
を
実
施
し
、
観
光
客
、
宿

泊
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、

相
談
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
で
き
る

こ
と
か
ら
改
善
し
、
お
客
さ

ん
に
喜
ば
れ
る
、
よ
り
よ
い

伊
豆
長
岡
温
泉
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

アンケートの
結果を受けて

湯らっくすのゆ 毎週火曜日は休館日

地地
域域
をを
越越
ええ
たた
一一
体体
感感
にに
期期
待待

全全
国国
にに
先先
駆駆
けけ
てて

問合せ 企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１３

Ｑ 伊豆ナンバーに切り替わる車の種類は？

Ａ １２５ＣＣ以下の原動機付自転車、小型特殊、ミニカ
ーを除く全車種が該当します。１２５ＣＣ以下のバイ
クや小型特殊、ミニカーは伊豆ナンバーではなく、
今までどおり各市町名のナンバーのままです。

Ｑ 現在、沼津ナンバーですが、１０月１０日になった

ら伊豆ナンバーに変更しなくてはならないの？

Ａ　該当地域内のすべての車について強制的にナンバー
プレートを変更するわけではありません。新規登録
や移転登録、変更登録等でナンバープレートを変更
する場合に、順次伊豆ナンバーになります。

Ｑ １０月以降に新車を買ったら、ナンバーはどうなる

の？

Ａ　１０月１０日以後に新車やナンバ
ーのついていない中古車（使用
本拠地が該当地域）を購入する
場合は、伊豆ナンバーになりま
す。

Ｑ 今乗っている車のナンバーを伊豆ナンバーに替えた

いが、手数料は必要？

Ａ　現行のナンバープレート取得等のために必要な経費
（ナンバープレート代、申請用紙代等）はかかります
が、伊豆ナンバーとしての新たな手数料はかかりま
せん。しかし、自分で直接登録しない場合は、代行
業者への手数料がかかりますのでご注意ください。
なお、ご自分で登録する場合は、事前に下記該当の
登録事務所等にお問い合わせください。

Ｑ 伊豆ナンバーの車の検査・登録

に関する手続きについての問い

合わせ先は？

Ａ　登録自動車等については…
沼津自動車検査登録事務所（沼津市原字古田２４８０
電話０５０‐５５４０‐２０５１　サービスコード０２６１）
軽自動車については…
軽自動車検査協会静岡事務所沼津支所
（駿東郡長泉町下土狩字鮎壷１０６９‐１
電話０５５‐９８８‐３８４７）
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今月の
新着本

｢社長、命｣
金宇満司

イースト・プレス

石原裕次郎の壮絶な生
涯と元石原プロ常務で

撮影監督の著者がキャメラをおき、
裕次郎の介護に尽くした２，２５０日
の命の記録。裕次郎デビュー５０周
年記念特別出版。【長岡図書館所蔵】

｢１２歳からの読書案内｣   
金原瑞人

すばる舎

多感な時期だからこそ
読 み た い 本 が あ る 。

「いのち」「愛」「勇気」「希望」の大切
さ。親が教えてやれないことは多い
から、中学・高校生に贈りたい心の
バイブル１００冊。【中央図書館所蔵】

【中央図書館：電話０５５８‐７６‐５５６６】
休館日 ４月３日（月）･１０日（月）･１７日（月）･２４日（月）･

２８日（金）･２９日（土）
【長岡図書館：電話０５５‐９４７‐２３６４】
休館日 ４月２８日（金）･２９日（土）

【韮山図書館：電話０５５‐９４９‐８６０５】
休館日　４月３日（月）･１０日（月）･１７日（月）･２４日（月）･

２８日（金）･２９日（土）

｢チーム・バチスタの栄光｣   
海堂尊

宝島社

バチスタ手術（心臓移
植の代替手術）の専門

チームを有する大学病院で立て続け
に術中死が発生。医療過誤か殺人か、
万年講師と変わり者の役人が死の謎
に迫る。 【中央・韮山図書館所蔵】

同期入社してバブル期を共に働く
「私」と「太っちゃん」。仕事を通
して築かれた男女の信頼と友情を
確かな筆致で描く、第１３４回芥川
賞受賞作品。「勤労感謝の日」を併
録。 【韮山図書館所蔵】

「沖で待つ｣
絲山秋子

文藝春秋

｢すこやかにおだやかに

しなやかに｣  
谷川俊太郎／佼成出版社

磨きぬかれた日本語が
描き出す人間の心の

「ゆらぎ」とそこに現れる「生きてゆ
くこと」の意味。生命力あふれる写
真と声に出して味わいたい「こころ
の詩」１２編。 【韮山図書館所蔵】

｢皇族たちの真実｣   
竹田恒泰／小学館

２０００年以上続いた皇
室の歴史の中で、３回
あった皇統断絶の危

機。いずれも傍系の男性皇族が即位
し皇統を繋いできた。旧皇族出身の
著者が皇室の歴史、自身の覚悟を語
る。 【長岡図書館所蔵】

｢砂漠の薔薇｣
新堂冬樹／幻冬舎

ハイソな奥様の輪に加
わり、娘の「お受験」
にのめり込む中西のぶ

子。なぜ親友の娘を殺す必要があっ
たのか。平凡な主婦を殺人へと駆り
立てた狂気を描く衝撃の犯罪小説。

【長岡・韮山図書館所蔵】

｢ズッコケ中年三人組｣   
那須正幹／ポプラ社

昨年完結したズッコケ
シリーズ。１９７８年の
スタート時に６年生だ

った３人も不惑の歳を迎えた。さて、
３人の人生は？かつてのズッコケ愛
読者から現在の子どもまで楽しめ
る。 【中央・長岡図書館所蔵】

｢センチメンタル・

サバイバル｣  
平安寿子／マガジンハウス

独身で働く叔母の家に
家事一切を引き受ける

条件で同居をはじめた２４歳フリー
ターのるか。理想と現実の狭間で揺
れ動くガールズライフを描いた異色
作。 【中央図書館所蔵】

問合せ｢その歌声は天にあふれる｣
ジャミラ・ガヴィン

徳間書店

舞台は１８世紀の英国。
残忍な仲買人の父親と

汚れなき魂を持つその息子。そして
様々な境遇の少年たち…。物語を彩
る音楽の描写が美しい、痛ましくも
力強い物語。 【中央図書館所蔵】

呼
吸
を
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い

あ
た
り
前
に
、
膨
大
な
情
報
が
行

き
交
う
、
二
十
一
世
紀
の
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
接
続
さ
え
す
れ
ば
、
居
な
が
ら

に
し
て
様
々
な
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
末
期
の
日

その１２

韮山郷土史料館企画展

韮山代官江川英龍
の情報戦略

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４９‐６８０９

本
で
は
、
た
だ
座
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
一
片
の
情
報
も
得
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
逆
に
言
え
ば
、
正
確
な
情
報
を
よ
り
早
く
入
手
す
る

こ
と
の
重
要
性
は
、
今
日
よ
り
も
ず
っ
と
高
か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た

時
代
に
、
幕
府
直
轄
領
を
預
か
る
代
官
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
、
江
川
太

郎
左
衛
門
英
龍（
坦
庵
）で
す
。

英
龍
は
、
民
政
に
お
い
て
は
部
下
を
派
遣
し
た
り
、
時
に
は
自
ら
変
装

し
て
視
察
に
赴
い
た
り
す
る
な
ど
、
管
轄
地
の
実
状
を
把
握
す
べ
く
、
常

に
手
を
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
海
防
の
構
想
を
立
て
る
に
あ
た
っ

て
は
、
渡
辺
崋
山
や
高
島
秋
帆
ら
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
蘭
学
や
西
洋
砲

術
を
取
り
入
れ
た
だ
け
で
な
く
、そ
う
し
て
得
た
知
識
や
技
術
を
用
い
て
、

新
た
な
人
材
の
育
成
も
図
っ
て
い

ま
す
。

英
龍
が
「
名
代
官
」
と
呼
ば
れ
、

民
政
や
幕
府
の
海
防
政
策
遂
行
に

力
を
発
揮
し
た
背
景
に
は
、
幅
広

い
情
報
収
集
活
動
と
、
そ
の
分

析
・
活
用
が
あ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
江
川
家
に

伝
来
し
た
資
料
を
素
材
に
、
韮
山

代
官
江
川
英
龍
の
「
情
報
戦
略
」

の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

日　時 ８月２９日（火）まで
９：００～１６：３０

入館料 大人２００円／小中学生１００円
江川邸との共通入館料
大人４００円／小中学生２００円

※伊豆の国市民は半額です。
※毎週水曜日は休館日です。

│
韮
山
郷
土
史
料
館
企
画
展
│

韮
山
代
官
江
川
英
龍
の
情
報
戦
略

江川太郎左衛門英龍（坦庵）
（大國士豊画）

開催中です

8/29
(火)まで

市内の文化財を
再 調 査

平成１７年度～１８年度にかけて、新たに任命
した市文化財保護審議員６人による市内文化財
の再確認が行われています。

市内の指定文化財をすべて現地確認して、名
称や分類、指定根拠などを市の統一した規格に
しようというものです。

確認調査では、文献資料と現地調査を湯之上
隆（市文化財保護審議委員長、静大教授―中世）、
瀬川裕一郎（考古学）、建部添宣（建造物）、吉
川裕子（民俗学）、橋本敬之（近世）、櫻井祥行

（近現代）の各専門研究者が行っています。
３月４日には、伊豆長岡地区内の指定文化財

１１カ所を巡回調査しました。

他市町の中学生と一緒に航海体験や洋上研
修、そして雄大な自然に囲まれた北海道での
様々な体験学習を通じて、仲間づくり、思い
出づくりをしてみませんか。
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４９‐６８０９

第６回

静岡県東部少年の船

実施期間 【第１船】７月２７日（木）～８月２日（水）
【第２船】８月１８日（金）～２４日（木）

研修地 北海道（日高・大雪・札幌）
資　格 伊豆の国市、沼津市、御殿場市、三島市、裾野市、函南町、

清水町、長泉町に在住の全研修日程に参加可能な中学生
定　員 第１船・第２船各１０人
参加費 ４０，０００円　
※申し込み方法や詳細は、４月中旬ごろ

に各中学校を通じてお知らせします。

北の大
地へ！

異国船情報の一例。
天保８年浦賀に来航した
モリソン号（江川文庫蔵）
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お・知・ら・せ お・知・ら・せ

伊豆の国Ｆｌｅａマーケット
日　時 ４月９日（日）

９：００～１４：００（受付８：００～）
会　場 アクシスかつらぎふれあい広場
出店の申込み

住所・氏名・電話番号・希望ブー
ス（１ブース５００円：１人２ブー
スまで）・売る商品を記入し電話
かＦＡＸで下記へ申し込み
問合せ・申込み 伊豆の国観光協会

電話０５５‐９４８‐０３０４
ＦＡＸ０５５‐９４８‐５１５１

ふれあい看護体験
患者さんとのふれあいを通して看

護することや人の命について理解と
関心を深めることを目的に、ふれあ
い看護体験を行います。
実施施設

●順天堂大学医学部附属静岡病院
５月１２日（金）９：３０～１４：３０
定員１０人（６０歳まで）
あて先　〒４１０‐２２９５
伊豆の国市長岡１１２９

●伊豆保健医療センター
５月８日（月）～１２日（金）
９：３０～１５：００　１日定員５人
あて先　〒４１０‐２３１５
伊豆の国市田京２７０‐１

申込み

４月３０日（日）までに、往復ハガ
キ往信面に①参加希望施設名と希
望日②希望理由③住所④氏名（フ
リガナ）⑤年齢⑥性別⑦電話番号
⑧洋服のサイズを、復信面に①住
所②氏名を明記し、希望施設のふ
れあい看護体験係あてに申し込み

（当日消印有効）。
問合せ 静岡県ナースセンター

電話０５４‐２０２‐１７６１
http://www.shizuoka-na.jp/center.htm

ぬくもりの里福祉祭り
演芸等、楽しいイベントを予定し

ていますので、皆さんのご来場をお
待ちしています。また、例年どおり
バザーを行いますので、用品提供に
ご協力をお願いします。連絡をいた
だければ受け取りに伺います。
日　時 ４月２２日（土）

１０：００～１３：００
会　場 ぬくもりの里
問合せ ぬくもりの里　

電話０５５８‐７６‐６７００

狩野川さくらまつり
桜のライトアップを行います。家

族や友達を誘って、夜桜をお楽しみ
ください。
日　時 ４月９日（日）まで

◎狩野川さくら公園
１８：３０～２１：３０

◎龍源院
１９：００～２１：３０

※開花時期により日程の変動あり。
問合せ 伊豆の国観光協会

電話０５５‐９４８‐０３０４

２００６大仁瑞泉郷花まつり
大自然の中、農場内に咲きほこる

花々に囲まれて、憩いのひとときを
お楽しみください。
日　時 ４月２９日（土）～５月７

日（日）１０：００～１５：００
会　場 大仁瑞泉郷（浮橋１６０６‐２）
問合せ ＭＯＡ自然農法文化事業団

電話０５５８‐７９‐１１１３

市では、子育てを支援する「地
域子育て支援センター」を２カ所
開設しています。親子で来園して
楽しく遊んだり、友達を作ったり、
保護者の育児情報交換の場として
ご利用ください。市内に住所があ
り、小学校就学前までの幼児と保
護者なら、どなたでも無料で利用
できます。

また「子育て相談」もありま
すので、お気軽にどうぞ。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２　

電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金　９：００～１７：００
（園庭開放は９：００～１２：００）

４月の行事
●天気の良い日は園庭で絵本や紙芝

居の読み聞かせを行っています。
子どもと一緒にお越しください。

●相談専用電話では、子育ての悩み
を持つ皆さんの相談に、園長また
は専門の保育士が応じています。
ひとりで悩まないで、ぜひご利用
ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（ひまわり保育園大仁分園

地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３

月～金　９：００～１１：３０、
１３：３０～１６：００

４月の行事
５日（水）リズム遊び
７日（金）製作（手形を押そう）

１１日（火）絵本の読み聞かせ
１４日（金）製作（こいのぼり）
１８日（火）誕生会
２１日（金）避難訓練
２５日（火）子育て講演会

「子育てについて」
２８日（金）クリーン訓練

時間はいずれも９：００～１１：３０
詳しくは、各園へお問い合わせください。

韮山古文書会 会員
伊豆は歴史の宝庫です。歴史を知

るには古い記録を読むことが必須で
す。初心者でも気軽に入会できます。
みんなで一緒に古文書を読み、歴史
の勉強をしましょう。
日　時 毎月第２・４水曜日

１９：３０～２１：００
夏期、年末年始は休み

会　場 韮山農村環境改善センター
講　師 文学博士　仲田正之氏（県

立伊豆中央高校教諭）
会　費 ６カ月６，０００円前後
申込み・問合せ 塩川和子　

電話０５５‐９４９‐１５１６

前期やんちゃっ子クラブ
親子遊びを通してお母さん達の交

流の場を提供します。保育士や地域
のボランティアによるリズム体操や
読み聞かせ、季節行事等を親子で楽
しみましょう。子育てについて話し
合いたい人は、ぜひご参加ください。
日　時 ４月２５日、５月９日・２３日

６月６日・２０日
７月４日・１８日
８月２９日、９月１２日・２６日
いずれも火曜日（全１０回）
９：３０～１１：３０

会　場 江間防災センター
対　象 子育て中の親子３０組

幼児教育学級生
幼稚園以下の子どもを持つ親子を

対象とした学級です。親子でできる
遊びや体操、おやつづくり、ハイキ
ング等いろいろな活動を行います。
活動は韮山、長岡、大仁の地区ごと
に分かれて行います。
日　程 月２回程度　
会　場 韮山農村環境改善センター

（韮山地区）／大仁児童館
（伊豆長岡・大仁地区）等

会　費 年１，０００円
申込み ４月１１日（火）～２０日（木）

の間に、下記へ電話で申し
込み（月曜日は除く）。

問合せ 大仁児童館
電話０５５８‐７６‐１３４６

日帰り市民ハイキング
自然の豊かさ美しさを肌で感じ、

身体と精神をリフレッシュさせませ
んか。
日　程 ５月１４日（日）
バス乗車位置

伊豆長岡庁舎駐車場７：４５集合
韮山庁舎駐車場　　７：４５集合
中央図書館駐車場　８：００集合　

行　程 市内（バス）～恋人岬～黄
金崎（バス）～市内

※悪天候の場合は中止または、行程
変更あり。
対　象 伊豆の国市民
定　員 ６０人

（申し込み多数の場合は、抽
選：結果は後日通知）

参加料 無料
申込み はがき、または社会教育課

（韮山庁舎）にある専用申
込用紙で４月２４日（月）
までに申し込み（必着）。

グリーンフェスタ伊豆の国
花と緑のイベントです。ご家族、

お友達とお出かけください。
日　時 ４月３０日（日）

９：００～１５：００
会　場 韮山時代劇場
内　容 花壇作りコンテスト、フラ

ワーデザイン教室、オリジ
ナルプランター製作体験、
お楽しみ抽選会、人形劇、
フォトギャラリー、園芸用
堆肥・花の種子や苗の配
布、出店　等

●花壇作りコンテスト参加者募集

会場内の店舗にて予算内で花や植
木を調達し、特設花壇（９０×９０センチ）
で花壇作り。参加無料。
定　数 先着１６チーム（１チーム

２～５人程度）
※自作の飾りを使用しても可。花壇

は１週間程展示し、飾り付けた花
や植木は終了後、参加者に配布。
●フォトギャラリー用の写真募集

市内で撮影した花や緑に関する写
真を募集。
規　定 写真サイズは自由。撮影地

点・時期、氏名・住所・連絡
先を明記。審査なし、応募
者には記念品プレゼント。

応　募 ４月２１日（金）までに展示
可能な形で下記へ持参また
は郵送（〒４１０‐２１９２　伊
豆の国市四日町２４３）。

問合せ 市役所環境政策課　
電話０５５‐９４９‐６８０４

（はがきには、「日帰り市民
ハイキング申込み」と明記
し、代表者氏名と参加者の
住所・バス乗車位置・氏名

（ふりがな）・性別・年
齢・電話番号を記入。はが
き１枚につき、４人まで申
し込み可。

※電話での受け付けはしません。
問合せ・あて先 市役所社会教育課　

〒４１０‐２１９２
伊豆の国市四日町２４３
電話０５５‐９４９‐６８０９

※応募多数の場合は抽選
申込み ４月１０日（月）～１７日（月）

１２：００までに下記へ電話
で申し込み。

問合せ 市役所福祉課
電話０５５８‐７６‐８００８

アコースティックコンサートｉｎ伊豆の国
かぐや姫メンバーの伊勢正三、

「木綿のハンカチーフ」をはじめ
数々のヒット曲をリリースし続ける
太田裕美、元ＧＡＲＯボーカルの大
野真澄の３人が出演する代表曲満載
のステージをお楽しみください。
日　時 ６月４日（日）

開場１８：００　開演１８：３０
会　場 アクシスかつらぎ

大ホール（全席指定）
チケット Ｓ席４，０００円

Ａ席３，５００円
※未就学児は入場できません。
※４月７日（金）からチケット販売

開始！
問合せ アクシスかつらぎ

電話０５５‐９４８‐０２２５
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お・知・ら・せ

●
や
っ
て
来
ま
し
た
、
春
を

告
げ
る
お
客
さ
ん
が
…
。
庭

の
梅
の
枝
に
付
け
た
ミ
カ
ン

に
メ
ジ
ロ
の
つ
が
い
が
来
ま

し
た
。
さ
え
ず
り
を
聞
く
と

心
が
和
み
ま
す
。
慌
た
だ
し

い
日
々
で
す
が
、
ホ
ッ
と
し

た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。（
守
木
区
　
女
性
）

→

旧
伊
豆
長
岡
町
の
町
の
鳥

だ
っ
た
メ
ジ
ロ
で
す
が
、
い

ま
だ
実
物
を
見
た
こ
と
が
な

い
ん
で
す
。
ミ
カ
ン
付
け
て

待
っ
て
み
よ
う
か
な
。

●
花
粉
症
ま
っ
さ
か
り
！
我

が
家
の
娘
は
、
ま
だ
十
歳
だ

と
い
う
の
に
し
っ
か
り
花
粉

症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
目
の
か

ゆ
み
と
辛
そ
う
で
す
。
こ
れ

か
ら
長
い
人
生
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
心
配
。（
古
奈
区

女
性
）

→

あ
る
意
味
こ
ち
ら
も
「
春

を
告
げ
る
お
客
さ
ん
」
で
す

ね
。
体
質
が
変
わ
っ
て
治
る

人
も
い
る
そ
う
で
す
か
ら
、

早
く
そ
の
日
が
訪
れ
る
よ
う

願
い
な
が
ら
、
い
ま
は
我
慢

し
か
な
い
で
す
か
ね
…
。

●
「
伊
豆
の
国
市
」
が
誕
生

し
て
も
う
一
年
が
経
ち
ま
し

た
ね
。
時
間
が
早
く
感
じ
ま

す
。
や
っ
と
住
所
を
書
く
と

き
「
伊
豆
の
国
市
」
と
ス
ム

ー
ズ
に
書
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。（
田
京
区
　
女
性
）

→

同
感
で
す
。「
田
方
郡
」
て
、

懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。

●
温
泉
旅
館
会
館
で
ま
ゆ
玉

飾
り
を
見
ま
し
た
。
と
て
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
あ

れ
だ
け
よ
く
丹
念
に
作
っ
た

も
の
だ
と
関
心
し
ま
し
た
。

（
天
野
区
　
女
性
）

→

毎
年
、
新
し
い
お
飾
り
が

登
場
し
ま
す
ね
。
そ
の
丁
寧

な
作
り
に
は
感
心
す
る
ば
か

り
で
す
。
来
年
は
何
が
登
場

す
る
か
な
？

※４月１２日（水）からチケット発売
開始！
問合せ 沼津市民文化センター

電話０５５‐９３２‐６１１１
●春のみどりまつり

日　時　４月２２日（土）・２３日（日）
９：３０～１７：００

（２３日は１６：００まで）
会　場 キラメッセぬまづ
内　容 みどりのオークション（２３

日、１２：００～）／堆肥の無
料配布（両日、１０：００～、
１４：００～、先着各１２０
人）／客土の無料配布（両
日、９：３０～、１人２０キロ
限り、先着各５００人）／園
芸市／地場産品市／皐月・
盆栽展／緑の相談所／お楽
しみ抽選会　等

問合せ 沼津市緑地公園課　
電話０５５‐９３４‐４７９６

●第２４回　沼津能

日　時　６月３日（土）１４：００～
会　場 沼津市民文化センター

（全席指定）
内　容 能「一角仙人」、狂言「佐

渡狐」、能レクチャー
出　演 観世芳宏、野村又三郎ほか
チケット 特等席４，５００円

一等席３，３００円
大学生以下１，０００円

●郷土資料館企画展「山本玄峰
やまもとげんぽう

老師」

白隠の再来と称され、大正初期か
ら戦後に至る間、日本全国で多くの
信徒を導いた玄峰老師の遺墨と関連
作品、肖像写真等を展示します。
日　時　５月１４日（日）まで
会　場 郷土資料館（楽寿園内）
入園料 無料（ただし、楽寿園入園

料大人３００円・１５歳未満
５０円が必要）

問合せ 三島市郷土資料館
電話０５５‐９７１‐８２２８

●小椋佳「歌談の会」

小椋佳の世界をお楽しみください。
日　時　６月２４日（土）

開場１７：３０　開演１８：００
会　場 裾野市民文化センター

大ホール（全席指定）
チケット ４，５００円
問合せ・電話予約

裾野市民文化センター
電話０５５‐９９３‐９３００

●富士裾野高原マラソン大会

富士山に向かって走るランナーを
思いっきり応援してみませんか。
日　時　５月１４日（日）

開会式９：００～
スタート・ゴール

裾野市運動公園陸上競技場
招待選手 櫛部静二さん（城西大学男

子駅伝部コーチ、シドニー
マラソン２位）

問合せ 裾野市民体育館
電話０５５‐９９３‐０３０３

広報「いずのくに」は、毎月１日号と１５日号を発行しています。
１日号は各自治会（区・組）を通じて配布し、１５日号（タブロイド版）

は新聞折り込みで皆さんにお届けしています。
広報紙がお手元に届かない場合は、各支所、公共施設（アクシスかつ

らぎ、めおと湯の館、図書館など）、農協や郵便局、金融機関などにあ
りますので、ご利用ください。

問合せ 市役所企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１４

広報

は毎月２回発行！

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」

「ゆずりたい」人を探します。

【ゆずります】

ベビーベッド　　　　　　応　談
端午の節句用かぶと　　　無　料
シングルベッド（白：無印良品） 無　料
アップライトピアノ　　　無　料
編み物用毛糸　　　　　　無　料

【ゆずってください】

アップライトピアノ　　　応　談
耕運機　　　　　　　　　応　談
三輪自転車　　　　　　　応　談
解体または建替家屋の建具 応　談
車のタイヤ（１４～１５インチ） 応　談
チャイルドシート（２ヶ月～４歳用）

応　談
サナルがんばっテキスト

（中学２・３年全教科） 応　談
韮山中学校男子学生服･ジャージ

（１７０センチ） 無　料　
暁秀高校女子制服（Ｍ） 無　料
東芝ダイナブック３００Ｋのマニュアル

無　料
キャノンＢＪＦ３６０Ｅのマニュアル

無　料
女児用自転車（１６インチ） 無　料
ベビーベッド　　　　　　無　料

※詳細はお問い合わせください。
問合せ 環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

不用品活用バンク

児童扶養手当受給者の皆さんへ、児童扶養手当が支払われます。
平成１７年１２月分から平成１８年３月分までの児童扶養手当を、
４月１１日（火）に振り込みます。確認は、４月１２日（水）以降に
お願いします。

問合せ 市役所福祉課　電話０５５８‐７６‐８００８

点字とこえによる県民だより
県では、県政や県議会の動きをお

知らせする「点字版県民だより」
「点字版県議会だより」を発行して
います。希望者に配布をしています
ので、閲読を希望する人は、下記へ
ご連絡ください。また、記事内容を
カセットテープに収録した「こえの
県民だより」「こえの県議会だより」
の貸し出しも行っていますので、お

刑事手続きにおける
犯罪被害者のための制度
裁判所における刑事手続では、犯

罪によって被害を受けた人たちに配
慮するための様々な制度が設けられ
ています。具体的には下記のとおり
です。
①裁判の優先的傍聴の配慮

②刑事事件記録の閲覧・コピー

③証人の不安や緊張等を緩和するた

めの措置

④法廷での心情や意見の陳述

⑤民事上の争いについて示談ができ

た場合の刑事裁判の公判調書への

記載

これらの制度を利用したい人や、
詳しく知りたい人は、事件を担当す
る裁判所までお問い合わせくださ
い。また、各裁判所に備え付けてあ
るリーフレット「犯罪によって被害
を受けた方へ」もご覧ください。
問合せ 静岡地方裁判所

電話０５４‐２５２‐６１１１

三島駅北口駐車場を有料化
４月１日から、三島駅北口一

般車駐車場が送迎等で３０分以
上利用する場合、有料となりま
す。
【駐車料金】最初の１時間まで
４００円。ただし、最初の３０分
までに出庫した場合は無料。１
時間を超過した場合は３０分ご
と２００円。
※２４時間利用可。
※千円札のみ使用可。
問合せ 三島市都市整備課

電話０５５‐９８３‐２６３４

巡回交通事故相談
県の交通事故相談所の相談員が交

通事故に関する様々な相談に応じま
す。相談は無料です。希望する人は
事前にご予約ください。
日　時 ４月２５日（火）

１０：００～１５：００
会　場 伊豆長岡庁舎１階相談室
問合せ 市役所安全対策課　

電話０５５‐９４８‐１４１２

問い合せください。
●点字／こえの県民だより

問合せ 県広報室　
電話０５４‐２２１‐２２３３

●点字版／こえの県議会だより

問合せ 県議会事務局調査課
電話０５４‐２２１‐２５６４
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毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書券（５００
円分）をプレゼントします。皆さんのご応募お待ちし
ています。【応募方法】はがきにクイズの答えと住所、
氏名(フリガナ)、年齢(学年)、職業、電話番号、身近
な話題や感想、ご意見などを書き添え、４月１４日（金）

までに下記へお送りください。いただいたご意見な
どは、広報で紹介させていただく場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 企画財政課
【先月の答え】答えは「耳」。正解者は５８／５９人で
した。当選者は次の皆さんです。
【当選者：敬称略】足立芽以、杉本恵理香、大川詢子、

遠田秀穂、野々山紀久枝、西島安代、末野紀昭、杉山

一実、相原祐子、深瀬玉子

四字熟語の中に、間違って使われている漢字が３つ

あります。その漢字を見つけだし、並べると出てく

る言葉は何でしょうか。

①
公
明
正
大

②
優
入
不
断

③
自
業
自
得

④
意
味
深
長

⑤
新
機
一
転

⑥
無
我
夢
中

⑦
大
器
晩
生

⑧
傍
若
無
人

答えは ○○○
※次回は韮山運動公園を紹介します。

アイさん（お笑い芸人）

いずのくにいずのくにのの女女ひ と

第１２回

は
、
人
を
幸
せ

に
で
き
る
、
す
ば
ら
し
い
職
業
で

す
」。
ア
イ
さ
ん
が
そ
う
言
う
の

は
、
こ
の
道
に
進
む
決
心
を
し
た

き
っ
か
け
か
ら
。「
高
校
卒
業
後
、

故
郷
の
新
潟
か
ら
ホ
テ
ル
ウ
ー
マ

ン
を
目
指
し
て
上
京
し
た
け
ど
、

仕
事
に
疲
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
吉
本
興
業
の
ラ

イ
ブ
を
見
て
元
気
に
な
り
、
私
も

同
じ
よ
う
に
、
誰
か
を
は
げ
ま
し

た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」。
そ
し

て
一
大
決
心
を
し
、
東
京
の
吉
本

興
業
新
人
養
成
所（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）の
門

を
た
た
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｓ
Ｃ
卒
業
後
、
吉
本
興
業
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
・
伊
豆
三
津
シ
ー
パ

ラ
ダ
イ
ス
『
ア
シ
カ
軍
団
』
の
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
。
そ
の
と

き
一
緒
だ
っ
た
Ｎ
Ｓ
Ｃ
同
期
の
瀬

尾
和
寿
さ
ん
と
、
二
〇
〇
四
年
六

月
に
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
カ
ズ
＆
ア

イ
」
を
結
成
し
、
現
在
に
至
り
ま

す
。
二
人
は
、
漫
才
や
コ
ン
ト

の
か
た
わ
ら
、
韮
山
商
工
祭
、

大
晦
日
の
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
ラ
イ
ブ
、
農

業
ま
つ
り
な
ど
数
々
の
地
元
イ

ベ
ン
ト
で
司
会
を
務
め
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の
ラ
イ
ブ
は
今
年

も
開
催
し
ま
す
。
で
も
、
私
た

ち
は
『
静
岡
県
東
部
が
育
て
る

吉
本
興
業
の
若
手
お
笑
い
芸
人
』

な
の
で
、
地
元
か
ら
頼
ま
れ
た

仕
事
が
大
事
。
目
標
は
、『
地
元
』

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
芸
人
な
ん
で
す
」。

ア
イ
さ
ん
た
ち
は
二
人
と
も
他

県
の
出
身
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

伊
豆
の
国
市
に
活
動
拠
点
を
置

い
て
が
ん
ば
る
若
手
芸
人
を
、

私
た
ち
地
元
市
民
が
応
援
し
な

い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
ね
。

ま
ず
は
四
月
三
十
日
（
日
）
の

『
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
伊
豆
の

国
』
へ
、
二
人
の
名
司
会
ぶ
り
を

見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

このコーナーでは、伊豆の国市内に住む、働くまたは縁のある
輝いてる皆さんを紹介していきます。
今回は、４月３０日（日）に韮山時代劇場で開催する「グリーンフ

ェスタ伊豆の国」で司会を務めるお笑い芸人コンビ「カズ＆アイ」
のアイさんを紹介します。

「
お
笑
い

午　前 午　後 夜　間※1

開 館 時 間 ９：００～１２：００ １３：００～１６：００ １７：００～１９：５０

大　人 ３００円 ３００円 ３００円
小　人※2 １００円 １００円 １００円

更衣ロッカー １回につき５０円

回　数　券
大　人 １１枚券　３，０００円

小　人 １１枚券　１，０００円

長
岡
温
水
プ
ー
ル
「
プ
ー
ル
サ

ン
ゆ
う
」
は
、
市
民
の
健
康
保

持
・
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目

的
に
、
平
成
十
一
年
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
使
用
料
金
は
、
市
民
・

市
外
者
と
も
に
一
回
三
百
円
（
小

人
百
円
）
と
、
低
料
金
で
す
（
詳

細
は
左
下
表
）。「
プ
ー
ル
サ
ン
ゆ

う
」
の
一
番
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
は
何
と
言
っ
て
も
「
あ
た
た
か

い
」
こ
と
。
一
年
を
通
じ
て
、
水

温
・
室
温
と
も
に
約
三
十
度
に
設

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
冬
で
も
快

適
に
プ
ー
ル
が
楽
し
め
ま
す
。

施
設
の
概
要
は
左
の
と
お
り
。

一
般
に
、
プ
ー
ル
と
言
う
と
、

泳
ぐ
の
ば
か
り
を
想
像
し
が
ち
で

す
が
、
プ
ー
ル
サ
ン
ゆ
う
で
は
、

大
プ
ー
ル
の
全
六
コ
ー
ス
を
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

自
由
遊
泳
、
専
用
使
用
（
教
室
開

催
時
）
の
四
種
類
に
分
け
て
、
体

力
や
目
的
に
応
じ
た
使
用
が
で
き

る
よ
う
に
設
定
し
て
あ
る
の
で
、

水
中
歩
行
や
泳
ぎ
の
練
習
な
ど
、

体
力
づ
く
り
が
目
的
の
高
齢
者
や

家
族
連
れ
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

全
十
回
、
目
的
別
内
容
の
水
泳

教
室
（
前
・
中
・
後
期
）
も
好
評
で

す
。
質
の
高
い
指
導
を
低
料
金
で

受
け
ら
れ
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
、
泳
ぎ
が
得
意
で
な
い
人
や
運

動
不
足
気
味
の
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
内
容
は
、
子
ど
も
や

親
子
対
象
、
大
人
対
象
、
身
体
機

能
改
善
、
水
中
ウ
ォ
ー
ク
や
水
中

ダ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

教
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
平
成

十
八
年
度
前
期
の
募
集
は
、
広
報

四
月
十
五
日
号
で
行
い
ま
す
。
ま

た
、
教
室
を
開
催
し
て
い
な
い
時

期
に
は
、
約
十
五
分
の
無
料
ミ
ニ

レ
ッ
ス
ン
（
当
日
受
付
）
も
行
っ

て
い
ま
す
。
開
催
日
時
に
つ
い
て

は
プ
ー
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最
後
に
水
野
さ
ん
か
ら
一
言
。

「
プ
ー
ル
サ
ン
ゆ
う
で
は
、
幼
児

か
ら
身
障
者
、
高
齢
者
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
人
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
有

資
格
者
な
の
で
、
プ
ー
ル
に
来
た

こ
と
の
な
い
人
や
泳
ぎ
の
苦
手
な

人
も
大
丈
夫
。
勇
気
を
出
し
て
プ

ー
ル
に
来
れ
ば
、
健
康
に
な
れ
ま

す
。
病
院
へ
行
く
な
ら
プ
ー
ル
へ

行
き
ま
し
ょ
う
」。

伊豆の国市の公共施設をご紹介するこのコーナー。
第１回は市役所伊豆長岡庁舎裏にある、長岡温水プー
ル「プールサンゆう」です。施設の委託管理をしている

（有）スイムサポートの水野隆一郎さんにお話を伺って
きました。

プールサンゆう　施設概要
大プール（一般用）
２５ｍ×６コース（水深１．１～１．３ｍ）
小プール（児童用）
１１ｍ×４．５ｍ変形（水深０．５ｍ）
採暖室（室温５０℃弱）

トレーニングルーム
エアロバイク・ランニングマシン
更衣ロッカーなど

温
水
プ
ー
ル
を
低
料
金
で

教
室
に
挑
戦
し
よ
う

病
院
よ
り
プ
ー
ル
へ
!!

※1…夜間は平日・土曜日のみ。日曜・祝祭日はやっていません
※2…小人は３歳以上中学生以下（３歳以下はプールに入れません）

長岡温水プール「プールサンゆう」
休館日 第２・４月曜日、大晦日・元旦
（上記以外にメンテナンス休館あり）
所在地 長岡３３１‐２
（市役所伊豆長岡庁舎裏）
問合せ 電話０５５‐９４７‐０１７６

開館時間と使用料金

足腰の弱い人も楽に水
へ入れるスロープ↓

↑手前は児童用小プール
奥はウォーキングなど目
的別にコース分けされた
大プール

本名・上村
かみむら

愛
あい

。お笑いコンビ「カズ＆アイ」
の一人。昭和５０年生。体重９０ｋｇ。好
きな言葉は「大盛り・無料」。四日町在住。


